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はじめに
14世紀末，‘The Father of English Poetry’「英詩の父」と呼ばれたチョー
サー（Geoffrey Chaucer : 1340? ―1400）は，古くから存在する‘a pilgrim
way’（いわゆる「巡礼の道」）を使って，一つの大きな作品に着手した。そ
れが The Canterbury Tales（『カンタベリー物語』）である１。
「やわらかい四月の雨。三月の渇きを潤し，植物を生き返らせ，花を咲か
せる。」と始まる。
Whan that Aprill with his shoures sorte
The droghte of March hath perced to the roote,
And bathed every veyne in swich licour
Of which vertu engendred is the flour;
―“General Prologue”, ( ll. 1 - 4.)
さらに「心地よい西風。目覚めていく森や野原。若々しい太陽。夜も眠ら
ず歌い続ける鳥たち・・・」と，春の訪れを歓迎することばで，チョーサー
は読者に語りかけていく。
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Whan Zephirus eek with his sweete breeth
Inspired hath in every holt and heath
The tender croppes, and the yonge sonne
Hath in the Ram his halve cours yronne,
And smale foweles maken melodye,
That slepen al the nyght with open ye
(So priketh hem nature in hir corages);
（ll. 5 - 11.）
浮き浮きするような春の訪れと共に，「人々は，心待ちにしていた巡礼の
旅に思いを巡らせる。なかには，遥か遠い異国のまだ訪れたことのない名高
い聖地にあこがれる人々もいる。」
Thanne longen folk to goon on pilgrimages,
And palmers for to seken straunge strondes,
To ferne halwes, kowthe in sondry londes;
(ll. 12 - 14.)
「一方，イングランドではあちこちから，人々が巡礼者としてカンタベリ
ーへ出かける仕度に取りかかる。病気を癒してくれた神聖なる尊き殉教者に
お参りするために。」と，続く。
And specially from every shires ende
Of Engelond to Caunterbury they wende,
The hooly blisful martir for to seke,
That hem hath holpen whan that they were seeke.
（ll. 15 - 18.）
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「そんな季節のある日，私（チョーサー）も，カンタベリーへの巡礼に出
かけたくなり，急いで準備をして，意気込んで，サザックの「タバード
（Tabard２）」という旅籠に宿をとった。」
Bifil that in that seson on a day,
In Southwerk at the Tabard as I lay
Redy to wenden on my pilgrimage
To Caunterbury with ful devout corage,
（ll. 19 - 22.）
「夕方になると，この同じ旅籠にいろいろな身分（職業）の人たち29人３ほ
ど（l. 24）が，団体で（‘in a compaignye’）やってきたが，偶然にも皆，カ
ンタベリー詣でをする巡礼たちだった。」
At nyght was come into that hostelrye
Wel nyne and twenty in a compaignye４
Of sundry folk４, by aventure yfalle
In felaweshipe, and pilgrims were they alle,
That toward Caunterbury wolden ryde.
（ll. 23 - 27.）
チョーサーは急に巡礼を思い立ったので，最初は一人で宿をとった。しか
し，結果的に一人で道中を旅するのではなく，この巡礼の一行に加わった。
それは，道中の安全を考慮してのことである。というのは，当時街道には，
巡礼を狙った盗賊たちが待ち伏せしていたからである。したがって，チョー
サーがこの一行に加わったのは当然のことであったと Mark & Walton (p.30)
は，述べている（It was quite usual for travelers to band together for
protection against the dangers of the road.）。
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進行役の旅籠の主人（後で詳しく記述される）も，グリニッジには盗賊が
うようよしている（many a shrewe ＝ many scoundrels）と言って，一行の
一人に話をすぐに始めるように急き立てている。
Lo Depeford! and it is half-wey pryme.
Lo Grenewych, ther many a shrewe is inne!５
―“The Prologe of the Reves Tale”, ll. 3906 - 07.
チョーサーだけでなく，この旅籠に集まった人たちも，安全のために一団
となってカンタベリーへ向かうことになる。
「やがて日が沈んでしまう頃には，私（チョーサー）も彼ら一人一人と仲
良くなり，すっかり意気投合し，明朝は早く起きて，みんなと一緒に騎馬で
カンタベリーを目指すことにした。」
And shortly, whan the sonne was to reste,
So hadde I spoken with hem everichon
That I wad of hir felaweshipe anon,
And made forward erly for to ryde,
To take oure wey ther as I yow devyse.
（ll. 30 - 34.）
The Canterbury Tales（『カンタベリー物語』）という作品は，このように
して始まる。ここで取り上げた一部は，“General Prologue”の冒頭から34
行までの部分である（28行と29行は省略）。この後チョーサーは，こうして
集まった29名の巡礼たち一人一人を鋭く観察し，詳しく描写していく。これ
が，“Genaral Prologue”であるが，この最後の部分で，旅籠の主人が登場
し，この一行に絡んでくる。
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形式の意義
皆で楽しく食事をしている一行のところに，その旅籠の主人（名前は
Herry Bailly）が登場する（“General Prologue”l. 746. 以降）。退屈な道中を
少しでも楽しくするために，巡礼たちの一人一人がカンタベリーまでの往路
で２つずつ，ロンドンまでの復路でまた２つずつ話をし，その面白さを競う
ことを一行に計っている。
This is the poynt, to speken short and pleyn,
That ech of yow, to shorte with oure weye,
In this viage shal telle tales tweye
To Caunterbury-ward, I mene it so,
And homeward he shal tellen othere two,
Of aventures that whilom han bifalle.
― Ibid. ll. 790 - 795.
さらに主人は，「一番おもしろい話をした人をここ（この旅籠）で，それ
も巡礼者全員で盛大にもてなしてはどうか」という提案をして，その一行全
員の賛同を得る（ll. 796 - 818）。主人自身もこの一行の巡礼に参加し，自ら
「物語」の進行役を買ってでる。翌朝，旅が始まり，進行役の主人が作った
くじで騎士が最初の語り手となり，いよいよ物語がスタートする。
このオムニバス形式の物語集は，イタリアのジョヴァンニ・ボッカチオ
（Giovanni Boccaccio）によって書かれた『デカメロン』（Decameron）のそ
れと似ていることは，よく知られている（『中世の四季』（－ダンテとボッカ
チオー）pp. 317 - 337）。ボッカチオのものが，「10日100話」として，奇想天
外な短編の集大成となっているのに対して，チョーサーのものは，当初の予
定では，『デカメロン』の100話をはるかに上回る，合計120話になるはずで
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あった。チョーサーの構想の段階では，恐らく『デカメロン』を意識した非
常に野心的な計画であったと思われる。
ところが，Maunciple（「賄い方」）の話（23話目）が終わると，進行役の
主人は突然，「とうとう最後の話になりました。」と一行に語りかける。
Now lakketh us no tales mo than oon.
―“The Prologe of the Persouns Tale”, l. 16.
そして，Pourson に向かって，「あなた以外は全員，物語を済ませました
よ。」と，語りかけてすぐに話をしてくれるように依頼している。
For every man, save thou, hath toold his tale.
―“Ibid”l. 25.
Telle us a fable anon, for cokes bones!”
―“Ibid”l. 29.
まだ，Yeman も Plowman も，そして５人の職人たち（Haberdasshere,
Carpenter, Webbe, Dyere, Tapycer）も物語はしていないにもかかわらず，
Persoun の話を最後に，物語は突然終わってしまう。もし，Preest が３人な
ら，残りの２人も話はしていない。
残念なことに結果としては，当初の目標の120話にはほど遠い24話だけし
か語られなかったことになる。しかも，その24話のうち，「料理人の話」は
未完で，「騎士見習いの話」は第３部が次のように始まったかと思うと
Appollo whirleth up his chaar so hye
Til that the god Mercurius hous, the slye
―“The Squieres Tale, ll. 671 - 672.
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この２行だけで終り，以下のように，大地主（Frankeleyn）のほめ言葉が
続いて，物語が終了したことを示している。
“In faith, Squier, thow hast thee wel yquit
And gentilly. I precise wel thy wit,”
Quod the Frankeleyn,“considerynge thy yowthe,
―“Ibid”, ll. 743 - 745.
すなわち第3部はチョーサーがここで一度中断し，再び取りかかるのを忘
れたか，断念したかである。あるいは，なんらかの理由で，紛失している可
能性もある。
チョーサー自身が話す“The Prologue and Tale of Sir Thopas”でさえ，中
途で進行役の主人に止められている。
“Namoore of this, for Goddes dignitee,”
Quod oure Hooste, “for thou makest me 
―“The Tale of Sir Thopas”, ll. 919 - 920.
さらに，今度は騎士が「修道士の話」を途中で意図的に止めている。すな
わち，これら４話はいわば未完のままで残されている。「話」に入る前の
prologue がないものも４話にものぼる。したがって，数の点では『デカメ
ロン』には遥かに及ばないものになってしまった。
ただ，両者の大きな違いは，ボッカチオが当時流行っていたペスト（後述）
の難を逃れて，フィレンチェ郊外の城に閉じこもった10人の貴族たちにそれ
ぞれ話をさせているのに対して，チョーサーは，いろんな身分の人たちを巡
礼として登場させ（そのほとんどが当時の実在の人物であった（－Brewer,
An Introduction to Chaucer, pp. 174. - 175），それぞれの巡礼がその地位にふ
さわしい言葉で，ふさわしい話し方をし，結果的に語り手の身分にふさわし
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い物語の内容になっている点である。ここで，チョーサーが“General
Prologue”で非常に意図的に行った巡礼一人一人の人物描写が生きてくるの
である。
もう一つ違う点は，それぞれの話と話の間にある「語り手と聞き手」，「語
り手と進行役の主人」，さらに「主人と聞き手」，など巡礼者同士の「やり取
り」，時には「やり返し」は，巡礼の道中ならではのことで，現在の映画に
よく見られる「ロード・ムーヴィー」的な要素をすでに持っていたことであ
る。そのことにより，読者もこの巡礼たちと一緒にカンタベリーへの道中を
旅しているような気分にさせてくれている。
このように，チョーサーのこの作品では，「巡礼」という舞台設定の果た
している役割は非常に大きなものがある。ボッカチオの「静」の中で話られ
る物語とチョーサーの「動」の中で話られる物語の違いが大きく出ている。
それでは当時の巡礼とはどのようなものだったのか，調べてみることにす
る。
聖地巡礼
世界の宗教において，その宗教の聖地を参詣する「巡礼」の意義は大きい
と思われる。それは，多くの宗教で，巡礼というものが，その宗教的行動と
見られていて，一つの宗教的儀礼になっているからである。中でも，キリス
ト教とイスラム教は，巡礼の盛んな宗教として知られている。
10世紀後半から西欧では新たに禁欲主義が台頭し，それに伴い高徳の隠修
士や修道士への畏敬の念に触発された民衆の聖者崇拝と聖地巡礼の運動が高
まった（『世界歴史の基礎知識』p.15.）。
キリスト教徒たちにとっては，聖なる巡礼の道が３つあると言われている
（『星の巡礼』pp.54 - 55）。いわゆる，「３大巡礼地」と呼ばれている聖地を
訪れる３つの道のことである。
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第１の道は，西南アジア，パレスチナの内陸部にある都市，イェルサレム
への道６。イエスが捕らえられ，大祭司の審問ののち，ローマ皇帝に反逆を
企てる熱心党的人物として総督に引き渡され，イェルサレム郊外で十字架の
刑に処せられた（『世界の歴史基礎知識』p.90）受難の地へ詣でる道である。
第２の道は，イタリア，ローマへの道。十二使徒の筆頭にあげられるペテ
ロ，続いて使徒パウロがこの地ローマでも布教活動を行ったが，皇帝ネロな
どの迫害に会い，最終的には捕らえられ，殉教したところである。その二
人の墓７へ詣でる道である。
第３の道は，スペインの北西部ガリシア地方にあるサンティアゴ・デ・コ
ンポステラ（チョーサーでは，‘Galice at Seint Jame’（“General Prologue”
l. 466.）と表記されている）に詣でる道である。そこには使徒の一人である
聖ヤコブ（スペイン名サンティアゴ）８の遺骸や墓があるという伝説から聖
地になっている。11世紀には，ヨーロッパ各地からの巡礼の目的地となり，
12世紀になると，イベリア半島西部でのイスラム勢力との戦いで，スペイン
の守護聖人と見なされたので，上述の聖地，イェルサレムやローマに比肩す
るほどまでになっていった。（『西洋中世史』 p.224）
その３大巡礼地の他にも，中世ヨーロッパにはいくつかの巡礼地が存在し
ていた。例えば，ドイツのケルン，フランスのルルド，ポルトガルのファー
ティマなどがそうである。この中でも，ドイツのケルンは，「東方の３博士
の墓が存在する」と言われていて，大勢の巡礼者が訪れており，上述の「３
大巡礼地」にこのケルンを加えて，「４大巡礼地」と呼ばれるほどである。
イスラム教において，キリスト教の聖地に相当する場所はメッカである。
イスラム教徒にとって，メッカへの巡礼は聖典コーランにも示されている
（２章196節）ように「５つの義務」の一つになっている。すなわち，イスラ
ム教徒が，一生に一度は，聖なる都市メッカを訪れたいと望んでいるのは，
この義務的理由によるものである。そのことは，イスラム教徒一人一人に自
覚されている。例えば，『アルケミスト』（p. 66）に登場するアフリカのタン
ジェのイスラム教徒は，マホメットがコーランを与え，一生の間に果たすべ
The Canterbury Tales における巡礼の意味
—69—
き５つの義務について，この本の主人公の少年に説明している。「最も重要
なことは，唯一の本当の神だけを信仰することだ。その他は，一日に５度お
祈りすること，ラマダンに断食をすること，そして貧しい人にほどこしをす
ることだ。」少年に第５の義務を尋ねられて，「回教徒の第５の義務は巡礼だ
よ。少なくとも一生に一度，聖なる都市メッカを訪れなくてはならないのだ。」
と説明している。
このように行われるイスラム教徒の巡礼の最大のものは，「ハッジ」と呼
ばれ，イスラム暦第12月に世界各地からイスラム教徒がメッカに集合する大
巡礼で，イスラム世界の最大の祭りにもなっている。
仏教においても，仏陀のゆかりの聖地を巡ることは重要であり，「４大聖
地巡礼」とか「８大聖地巡礼」などが存在する。仏教の日本渡来とともに，
海の神，航海の神として祀られるようになった金毘羅。この神を祀る神社は，
全国に700社あまりあるが，その本社がある讃岐の国の象頭山は，もともと
霊山であり，守護神として崇められてきた。その金比刀羅宮へ詣でる「金毘
羅参り」は，日本全国に広まり，多くの参拝者が訪れるようになっている
（『日本を知る事典』，p.538）。
日本の「神道」にも，巡礼は見られ，その典型的なものが「伊勢詣で」で
ある。江戸時代の庶民社会では，「一生に一度の伊勢参り」と言われるほど
盛んで，本居宣長の『玉勝間』には，宝永２年（1705年）４月９日から50日
間に362万人の参宮者があった，と記されている（『絵図に見る伊勢参り』
p.7.）。イスラム教の巡礼ほど義務的ではなかったものの，江戸中期には年
間だいたい100万人前後が伊勢参宮を行っていた，とみるのが妥当であろう
（『同上』 p.8.）。特に，道中の費用を心配せずに行けるという噂とともに，
誰でも着のみ着のままで，伊勢参りの群集に加わって伊勢まで行ってくるこ
とも稀ではなかったので，「おかげまいり」とか「抜け参り」ともよばれる
（『日本を知る事典』p.555.）ものまで出てきた。
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イングランドにおける巡礼地
イギリスにおいても有名な巡礼地はいくつかある。特に中世時代は，巡礼
が盛んであったので，各地の聖地が巡礼たちで賑わった。
例えば，イングランド南西部にある Glastonbury。Bath からそれほど離れ
ていないこの地には，アーサー王の伝説が今なお残り，廃墟になってしまっ
た Glastonbury Abbey（大修道院）には，６世紀に死亡したとされるアーサ
ー王が埋葬されているという話が伝承されている。
フランス，ノルマンディーとブルターニュの境にある「モン・サン・ミッ
シェル」（『フランス巡礼の旅』pp. 73 - 108）とよく似ているのが，イングラ
ンド南西部（コーンウォール地方）にある孤島 St Michael’s Mount。ここに
は，ベネディクト会の修道院があった。Penzance の沖合にあり，干潮時に
は島まで歩いて渡れる causeway が海中から現れる。この道を歩いて島へ渡
り，帰りの潮の満ちる速度に無関心な巡礼たちが，海中に飲み込まれてしま
ったことも幾度とあっただろうと思われる。
アルフレッド大王のウェセックス王国の首都であったウィンチェスター
（Winchester）にも大聖堂がある。そこへの巡礼（ウィンチェスター詣で）
は，トーマス・ア・ベケット暗殺以前は，イングランドではもっとも人気の
ある場所であった。イングランドだけでなく，ヨーロッパ大陸からの巡礼た
ちも多くいた（『イギリス文学地名事典』 pp. 345 - 347.）。
また，イングランド北東部の都市，Newcastle-upon-Tyne から海岸線を北
上した沖合いにある Holy Island (Lindisfarne)。ヴァイキングに破壊された
Priory（小修道院）が痛ましい姿で残されている。ここに住んでいた聖カス
バートにお祈りするために，スコットランドとの境界に位置する Berwick-
on-Tweed からの巡礼たちが多い。St Michael’s Mount 同様，この島へも潮
が引いたときには，歩いて渡ることができる。
さらに York Minster（ヨーク大聖堂）。イングランド北部に位置し，ケル
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ト人からローマ人を経て完成した旧市街地は，城壁で完全に囲まれている。
その城壁の中にある大聖堂は，多くの巡礼たちを集めていた。
スコットランド西海岸沖にある Iona 島。563年，アイルランドの聖コルン
バ（St. Columba）は12人の修道士たちとこの島に上陸し，修道院を建てた。
その後，ここを伝道の基地として Irish Christianity をスコットランドやイ
ングランド北部へ布教していった（Columba’s Island ― Iona from Past to
Present）。この Columba ゆかりの Columbas Cathedral がある Oban という
港町から，船で Mull 島に渡り，島の東側から西側まで歩き，もう一度船で
Iona 島に渡る巡礼たちが，今でも多い。
一般的に，当時のイングランドの人々は，自分たちが住んでいる近くにあ
る巡礼地へ赴くことが多かったようで，上述の他に，聖カスバートの神聖な
亡骸が移された Durham Cathedral やイングランドで一番高い尖塔を持つ
Salisbury Cathedral へ出かける人たちもいた（Winny (1986) pp. 80 - 81）。
しかし何といっても，イギリスの代表的な巡礼地としてあげられるのは，
つぎの2箇所である。
一つ目は，イングランド中東部の Norfolk 州にある Walsingham へ詣でる
道。ここは‘The shrine of the Blessed Virgin’「聖母マリアゆかりの地」と
して知られていて，イングランド各地から巡礼たちが押し寄せた。時として，
聖地への道は，まるで夜空に輝く星のように巡礼たちでとても混んでいたの
で，‘the Milky Way’「天の川」と呼ばれたが，イングランドでの the Milky
Way は，この‘the Walsingham Way’であった（Davies, The Prologue to
the Canterbury Tales, p. 33）。近くには，素晴らしい Ely Cathedral
（Cambridge 付近）があり，巡礼たちのもう一つの目的地になっている。
二つ目はここで取り上げている Canterbury への道。イングランドにおけ
る代表的な‘the Pilgrims’way’である。今日では，ハンプシャー州
（Hampshire）のウィンチェスター（Winchester）からケント州（Kent）の
カンタベリー（Canterbury）までの‘footpath’として使用されている「道」
のことであるが，もともとは，トーマス・ア・ベケット（Thomas a` Becket）
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を祀っている Shrine がある「カンタベリー大聖堂」への巡礼の道であった。
「カンタベリー」について
カンタベリーは，イングランド南部のケント州にあり，ドーヴァー
（Dover）とロンドンを結ぶケント街道の途中にある古い歴史のある町であ
る。ジュリアス・シーザー時代，ローマ帝国の支配を受け，ローマ軍の駐屯
地として築かれた。したがって，市の中心地は城壁（City Wall）で囲まれ
ている。
597年，ローマ教会が聖アウグスティヌスをこの地に派遣したとき，ここ
に司教座が置かれ，アウグスティヌスは，最初のカンタベリー大司教となっ
た。今は廃墟として残っている聖オーガスティン寺院は，城壁の外側に建て
られた。一方，城壁の内側には，大聖堂が建てられた。これがカンタベリー
大聖堂の始まりである。（『イギリス文学地名事典』pp. 80 - 84.）
チョーサーの時代には，ロンドンから出発するルートも一般的になってき
ていたが，やはり，アルフレッド大王のウェセックス王国の首都として栄え
たウィンチェスター（前述）からカンタベリーまでのルートが正式の巡礼ル
ートとして現在でも存在している。
ノルマン人のノルマンディー公ウイリアムは，サクソン王ハロルドを破り，
ウイリアム1世としてイングランドの王位も兼ね，「ノルマン王朝」を開いた。
さらに首都をサクソン時代の首都ウインチェスターからロンドンに移したた
めに，それ以降は，ロンドンが政治的にも経済的にも中心都市として発展し
ていった。と同時に，ロンドンから出発する巡礼たちが多くなっていった。
1377年，当時のロンドンの人口は，３万５千人から４万５千人ぐらいで，
イタリアやフランスなどのヨーロッパの都市（ミラノやパリ）などに比べる
と，それほど多くはないが，それでも当時のイングランド第2の都市，ブリ
ストル（イングランド南西部にある）の人口の３倍はあった（Winny, An
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Introduction to Chaucer, pp.38- 38.）。
そしてこのロンドンに住んでいる多くの人々は，ロンドン橋を渡ったサザ
ックからカンタベリーへ出発するのが普通であった。ロンドン以外に住んで
いる人々は，一度ロンドン，それもサザック付近に宿泊し，ここからカンタ
ベリーへ向かう巡礼旅になった。サザックからカンタベリーまでは，100キ
ロメートル弱の距離であるが，徒歩で向かうとすれば，当時は，やはり大変
な旅になったであろう。チョーサーたちの一行は，徒歩ではなく馬を使った
わけだが，片道だけで４日もかかっている。このような苦労をしてまで，
人々を巡礼に駆り立てるものは何なのだろうか。
イスラム教における義務的な巡礼は除くとしても，人々を聖地巡礼に駆り
立てる何かがあるはずである。巡礼には，相当な時間とかなりのお金が必要
であることはわかりきっている。それにもかかわらず，大勢の人々が巡礼に
出かけるのであるから。
聖地巡礼の効用
上述の聖なる巡礼地でなくても，巡礼が押し寄せる場所は，諸国にかなり
見られる。そこになにがしかの奇跡が存在すればなおさらである。たとえば，
南フランスのピレネーの麓に近いルルド（前述）という町は，「奇跡のルル
ド」と呼ばれ，聖母マリアの出現で有名なところである。聖母が指した洞窟
内の場所を掘ると清水が湧き出し，この水に浸ることにより，盲人の目が開
き，麻痺患者の手足が伸びるできごとが起こっている。これまでどれほどの
治癒がなされたかわからないほどである。（『フランス巡礼の旅』pp. 265 -
268.）
また，「修道院に身を投じることのない人々，すべてを断ち切ることのな
い人々にでも過ちを償い，神の好意を得る方法があった。それが巡礼である。」
（Duby,『ヨーロッパ中世―芸術と社会』 p.69）
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例えば，チョーサーの“General Prologue”に見られる巡礼に出かける理
由を考えてみたいと思う。
The hooly blisful martir for to seke,
That hem hath holpen whan that they were seeke.
（ll. 17 - 18.）
ここに書かれているように，「病気を癒してもらうために」というのも，
一つの理由になっている。さらに他の箇所も見てみよう。
Of fustian he wered a gipon
Al bismotered with his habergeon,
For he was late ycome from his viage,
And wente for to doon his pilgrimage.
（ll. 75 - 78.）
この箇所は，巡礼の一人，騎士について語られているところである。おそ
らくこの騎士は，「お礼参りをする」ために，戦場から帰ってそのままのい
でたちで巡礼に参加したものと思われる。
Ye goon to Caunterbury ― God yow speede,
The blisful martir quite yow youre meede!
（ll. 771 - 772.）
これは，旅籠の主人が語った箇所だが，「カンタベリーに詣でて，聖トー
マス様のありがたいご利益を受けられるように」という意味である。
一般的な理由としては，上述のことと，Davies の The prologue to the
Canterbury Tales（p.32 - 34）を参考にしながら整理してみると，以下のよ
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うな理由が挙げられそうある。
（１）純粋に聖人を敬うため
to venerate a shrine and saints
（２）罪を償うため
to do penance for sin
（３）病気などを癒してもらうため
to be healed of some sickness
（４）願かけをするため
to pray to God
（５）（３）と（４）のお礼参りをするため
to give thanks 
（６）聖地への旅を楽しむため
to enjoy pilgrimage journey
（７）他の人のお供
to accompany masters
（８）その他
to have some other purposes
（３）の病気は，普通は一般的な重い病気を意味するが，この時代は，特
にペストの流行を無視するわけにはいかないであろう。死亡率が高く，感染
力の強いペストにかかった人は，皮膚のあちこちに黒い斑点が生じ，それが
死のサインとして恐れられたので，「黒死病（Black Death）」とも呼ばれた。
そのペストが当時のヨーロッパを襲い，中世，特に中世後期の経済，社会，
文化などに大きな影響を与えた。14世紀始め頃からイングランドにも襲来し，
1348年には，大流行して猛威をふるった。地域によっては，住民の90パーセ
ントがペストで死亡したところもあった。イングランド全体で言えば，人口
の30パーセントから50パーセントが死に至ったために，人口激減，労働力不
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足により社会組織が大きく変わり，雇用関係に大きな変化が生じた。
ここに登場する巡礼たちは，なぜ「カンタベリー」を目指すのであろうか。
また，なぜ「聖トーマス」を崇拝するのであろうか。それぞれどのような目
的（複数の目的も）を持ってこの巡礼に参加したのであろうか。それを理解
するには，カンタベリーやそこに安置されている「聖トーマス」について詳
しく調べる必要がある。
ヘンリー２世とベケットの確執
ノルマン王朝（1066 - 1154）を開いたウイリアム１世（William the
Conqueror）の曾孫にあたるヘンリーが，ノルマン王朝に変わる新しい王朝，
すなわち，「プランタジネット王朝」を開いたのは，1154年のことである。
彼はヘンリー２世として，イングランドとフランスの西半分以上が領土とな
る「アンジュー王国」という壮大な領土を支配した。彼は各地の行政裁判制
度を強引なまでに整備していった。そのために，自分の子供たちを含めいろ
いろな人々の反抗や反乱などに苦しめられた。
ヘンリー２世はまた，教会の改革も目論んでいた。カンタベリー大司教で
あったシアボードが亡くなった1162年に，それまで大法官（Chancellor）と
してシアボードに仕え，有能で忠実な廷臣として，王ヘンリー２世からも絶
大な信頼を得ていたトーマス・ア・ベケット（Thomas a` Becket）は，カン
タベリー大司教の地位を受け継いだのである。カンタベリーの大司教はイン
グランドにおける教会の最高の地位であり，ヘンリー２世は教会裁判権規制
政策の実現に向けてベケットからの支援を大いに期待していたはずである。
ところが，ベケットは，ヘンリー２世の教会裁判権規制政策に反対し，王へ
の上納金を拒否し，王と真っ向から対立したためにフランスへ亡命した。７
年後の1170年に，一時的に和解し帰国したが，王の政策に協力した聖職者を
破門して王を激怒させた。同年12月29日の夜，王はフランスから４人の側近
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をカンタベリー大聖堂へ派遣し，堂内でベケットを殺害させた。
T.S. Eliot は，1935年，Canterbury Festival で上演するために，この事件
を基に，史実にもとづいてMurder in the Cathedralを執筆した。
その殺害の場面（p. 82）は，つぎのように描写されている。
Knights
Traitor! traitor! traitor!
Thomas
You, Reginald, three times traitor you:
Traitor to me as my temporal vassal,
Traitor to me as your spiritual lord,
Traitor to God in desecrating His Church.
First Knight
No faith do I owe to a renegade,
And what I owe shall now be paid.
Thomas
Now to Almighty God, to the Blessed Mary ever Virgin
to the blessed John the Baptist, the holy apostles Peter and
Paul, to the blessed martyr Denys, and to all the saints, I
commend my cause and that of the Church
While the KNIGHTS kill him, we hear the CHORUS.
この Murder in the Cathedral に書かれているように，ヘンリー２世が派
遣した側近たちは，ベケットも知っているほどの高貴な騎士たちであった。
この騎士たちのリーダーでもある第1の騎士は，Reginald Fitz Urse，第２の
騎士は，Sir Hugh de Morville，第３の騎士は，Baron William de Traci，第
４の騎士は，Richard Brito となっている。この騎士たちは４人とも，ヘン
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リー２世の忠実な家来であった。王の寵愛のお陰で大司教という聖職に就い
たにもかかわらず，王の政策に正面切って反対するベケットを裏切り者
（traitor）と信じこみ，ベケットの殺害に及んだと考えられる。騎士の主人
への忠誠は，この巡礼に参加している騎士のものと同じものだと思われる。
A Knight ther was, and that a worthy man,
That fro the tyme that he first bigan
To ridden out, he loved chivalrie, 
Trouthe and honour, freedom and curtesie.
Ful worthy wes he in his lordes werre,
―“General Prologue”, ll. 43 - 47.
聖トーマス
ベケットがヘンリー２世の４人の騎士たちに殺害された後３年がたった
1173年，その殉教を悼んで，ベケットは殉教者としてカンタベリー大聖堂内
に葬られことになった。カンタベリー大聖堂の中にあるチャペルの一つに，
「聖トーマス廟」（St Thomas Shrine）がつくられ，そこに彼の墓が安置され，
金や宝石で豪華に飾られた。さらに，この Shrine には，“miraculous
healing”があるという評判が立ち，多くの人々が訪れ始め，イングランド
における巡礼地の中心となっていった。
チョーサーは，このベケットのことを‘the hooly blisful martir’（l. 18），
旅籠の主人，Herry Bailly（“The Prologu of the Cookes Tale”l. 34.）は，
‘The blisful martir’（l. 770）と敬意をこめて呼んでいる。
この人気のあったカンタベリー大聖堂への巡礼も，ヘンリー８世により途
絶される。というのは，ヘンリー８世がスペインのアラゴンから嫁いできた
キャサリン９との離婚を機にローマ教会と絶縁し，1536年以降，ローマ教会
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につながる宗教機関は抑圧され，カンタベリー大聖堂も国王の権威に服し，
国王を最高の首長とするイギリス国教会の本山として生き延びる道を選んだ
ためである。「聖トーマス廟」はヘンリー8世の命令で取り壊され，ベケット
崇拝は禁止された。（『イギリス文学地名事典』p.84. ＆　Cunningham’s The
Prologue to the Canterbury Tales, p.39）
「粉屋の話」の中に，この聖トーマスを使った誓言が２箇所現れている。
And swoor hir ooth, by seinte Thomas of Kent,
―“The Miller’s Tale”, l. 3291.
And seyde,“I am adrad, by Seint Thomas,
―“Ibid”, l. 3425.
巡礼たちの職業，人柄，巡礼の目的
チョーサーの The Canterbury Tales に登場する巡礼たちについて，一人
一人具体的に調べていくと，巡礼の目的がはっきりしている巡礼とそうでな
い巡礼がいることがわかる。ここでそれも含めて，チョーサーが“General
Prologue”で紹介した順番に調べてみたいと思う。
Chaucer：「作者自身」
もうすでに言及したように，チョーサーは「春になり，信仰心をおこし，
カンタベリーへ向かう決心をして・・・」と述べているが，それだけでなく，
当時のチョーサーには時間的な余裕ができ，新しい作品の構想に着手するた
めのヒントを探していたと思われる。
それでも意気込んで話り始めた“Sir Thopas”の話は，まったく不評で，
“Namoore of this, for Goddes dignitee,”
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―“The Tale of Sir Thopas”, l. 919.
Thy drasty rymyng is nat worthy atoord!
―“Ibid”, l. 930.
と，旅籠の主人に止められてしまう。「あなた（チョーサー自身）の話は糞
・
の値打ちもない
・・・・・・・
」と主人に酷評され，さっさと次の話に取りかかるように強
要されている。この話（“The Tale of Melibee”）をなんとか終え，神に罪の
赦しを願っている（ll. 1882 - 1888.）。
Knight ( ModE10 knight )：「騎士」
ここでは，騎士の身なりについて書かれてある。戦いを終えて帰国し，お
そらく乗ってきた馬も軍馬のままで，巡礼用の衣服に着替える暇もなく，着
のみ着のままでこの巡礼に参加している。
But, for to tellen yow of his array
His hors were goode, but he was not gay.
Of fustian he wered a gipon
Al bismotedred with his habergeon,
For he was late ycome from his viage,
And wente for to doon his pilgrimage.
（ll. 73 - 78）
この騎士が，急いでこの巡礼に参加したというのは，おそらく，戦場に出
かける前に，カンタベリーに詣でて，「戦争で主君のために立派に戦えるよ
うに」お願いをしていたと思われる。
Ful worthy was he in his lordes werre,
（l. 47.）
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この‘his lordes were’（＝the King’s war）というのは，フランスとの
「百年戦争（the Hundred Years’War）」のことである（Pratt, The Tales of
Canterbury）。この騎士の巡礼は，フランスで立派に戦って無事帰国できた
ことを神や聖トーマスに報告し，感謝の意を表す「お礼参り」であると考え
られる。それは，この騎士の律儀な性格によるところが大きい。礼儀を重ん
じる立派な人物であったことは，チョーサー自身も認めている。それは，
“General Prologue”の43行から47行にかけて記述されてある。
この騎士が話した「アルシーテとパラモン」の物語は，とても高尚で，記
憶しておく価値があるほど，素晴らしいものであった（ll. 1882 - 1888.）と
一行の誰もが褒め称えた。
そして騎士は，この一行の無事を神にお願いし，自分の話を終わらせてい
る。
And God save al this faire compaignye! Amen.
（l. 3108.）
これほどの騎士ならば，大勢の家来をお供に連れてきても不思議ではない
が，今回の巡礼は，あくまでも「個人的なお礼参り」であるから，騎士見習
い（Squier）の息子と騎士の身の回りの世話をする従士（Yeman）だけをお
供として連れてきていたことも理解できる。
Squier (ModE squire) と Yeman (ModE yeoman)：「騎士見習い」と「従士」
この二人は，騎士のお供で，連れてこられただけで，格別，個人の巡礼目
的があったようには思われない。Squier は，騎士の言動をすべて現場で学
んでいかなければならないのである。この息子を同伴しているので，お供は，
もう一人 Yeman だけで十分と考えたのであろう。
A Yeman hadde he11 and servantz namo
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At that time, for him liste ride so,
（ll. 101 - 102）
Yeman は騎士のお供をしないときは，領地の森を管理していた。森番の
守護神である聖クリストファーの銀の像12を胸につけていたのは，この人の
信仰心の深さと旅の安全を願う主人への立派な忠誠心を物語っているのかも
知れない。
A Christopher on his brest of silver sheene.
（l. 115）
Prioresse (ModE prioress)：「女子修道院長」
女子修道院長のような高貴な女性が，この巡礼に参加する理由は，なかな
か見つけにくい。チョーサーの紹介にも，この女性が巡礼に参加した理由は
まったく書かれていない。彼女の上品さを皮肉たっぷりに紹介しているとこ
ろは随所にみられる。どうしても看過できない箇所は，次の行である。
Of smale houndes hadde she that she fedde
With rosted flessh, or milk and wastel-breed.
（ll. 146 - 147）
犬を数匹飼っていて，その犬たちに焼いた肉，ミルクそして最高級の小麦
粉で作られた白いパン（当時は，金持ちにも贅沢品であった）まで与えてい
たほどの愛玩ぶりである。おそらくこの巡礼も，表向きは宗教心から出たも
のだとは思われるが，それ以上に，「規則でうるさい修道院を離れて，巡礼
の旅を楽しもうという魂胆」がこの女子修道院長の心の底には隠されている
思いがする。
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Nonne (ModE nun) とPreestes (ModE priests)：「尼僧」と「僧」
女子修道院長の世話役として尼僧が一人お供についている。さらに護衛と
して僧を三人 13引き連れている。しかし，この４人の人物については，
“General Prologue”においては，何の描写もなされていない。彼らも，
Squier や Yeman と同じように，主人の単なるお供であると考えられる。
しかし，この Nonne は，「聖セシリアの生涯の話」をしているし，
Preestes の一人も，「チャンテクレールの話」をしている。さらに，話の最
後には，神のご加護を祈っている。
Now, goode God, If that it be thy wille,
As seith my lord, so make us alle goode men,
And brynge us to his heighe blisse! Amen.
（ll. 3444 - 3446）
Monk (ModE monk)：「修道僧」
修道士というと，世俗を離れ，厳しい戒律のもとで礼拝，労働そして読書
だけに専念する修道生活を送っているはずであるが，このMonk は，戒律は
時代遅れで，閉じこもっての読書は何の役にも立たないとし，労働なんかと
んでもないと無視し，自分は狩に情熱を燃やしている相当の食わせ者であっ
た。したがって，この巡礼の目的も「大いに飲んで食べて」の愉楽以外のな
にものでもないと推測できる。この宗教界の堕落ぶりは，次に紹介される
Frere にもみられ，後の「宗教改革」や「修道院廃止」へと発展していく。
Frere (ModE friar)：「托鉢僧」
本来は世間から隔絶した生活を送る修道僧と違って，托鉢僧は，一般大衆
の中で布教，教育，さまざまな宗教的奉仕活動を行っている僧のことである
が，この Huberd という名（l. 271）の托鉢僧も，上述の Monk と同じで堕
落した僧であった。貧乏人は金にならないから相手にせず，付き合いは富豪
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だけに限ると徹底している。
It is nat honest, it may nat avaunce,
For to deelen with no swich poraille,
But al with riche and sellers of vitaille.
（ll. 246 - 248）
身につけているのも擦り切れた僧衣ではなく，法王様の法衣のようだった
と述べられている。
For ther he was nat lyk a cloysterer
With a thredbare cope, as is a povre scoler,
But he was lyk a maister or a pope.
（ll. 259 - 261）
あまりに態度が悪いので，旅籠の主人から咎められている。
Oure Hoost tho spak, “A! sire, ye sholde be hende
And curteys, as a man of youre estaat;
（ll. 1286 - 1287）
この Frere と Sommonour（後に登場）は，犬猿の仲で，Wif の Prologue
（ll. 829 - 849）でも，Frere の Prologue（ll. 1283 - 1297）でも，互いに言い
争いをしている。Sommonour からは，悪魔呼ばわりされている。
Frere and feendes been but lyte asunder.
―“Summoner’s Prologue”, l. 1674.
The Canterbury Tales における巡礼の意味
—85—
桃山学院大学キリスト教論集　第40号
—86—
このような Frere が，宗教心からこの巡礼に参加したとは，到底考えられ
ない。巡礼の途中で，いい金ずる
・・・
でも見つけようという魂胆が随所に感じら
れる。
Marchant (ModE merchant)：「商人」
この Marchant についてのチョーサーの描写は，短く一般的であまり冴え
たものではない。何事も金儲けの話しに終始するというのも商人なら当然こ
とかも知れない。
His resons he spak ful solempnely,
Sownynge alwey th’encrees of his wynnyng.
（ll. 274 - 275）
こうなると，この Marchant の巡礼の目的は，「商売繁盛」の祈願以外ほ
かには考えられない。しかし，最後は，ちゃんと神のご加護をお祈りし，信
仰心らしきものを示している。
God blesse us, and his mooder Seinte Marie!
（l. 2418.）
Clerk (ModE clerk)：「神学生」
このオックスフォードの Clerk は，乗っている馬も痩せこけていて（l.
287.），上着も擦り切れていた（l. 290.）。それほど貧しい暮らしをしていた
けれども，学問一筋精励し，僧侶になる修行をしている非常にまじめで，純
朴な神学生（l. 303.）として描かれている。
As leene was his hors as is a rake 
（l. 287）
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Ful thredbare was his overeste courtepy;
（l. 290）
Of studie took he moost cure and moost heede.
（l. 303）
旅籠の主人も，Clerk の Prologue において，‘Sire Clerk of Oxford’（l. 1.）
とか，‘this worthy clerk’（l. 20.）と表現しているし，この Clerk の話は，
‘a gentil tale’( l. 1217) だと認めている。聖トーマスを敬う信仰心からこの
巡礼に参加したと言われても，信じることができるほど，話の最後の神への
祈りも立派なものである。
Now Jhesus Crist, that of his might may sende
Joye after wo, governe us in his grace,
And kepe us alle that been in this place! Amen.
（ll. 1160 - 1162.)
Sergeant of the Lawe (ModE Man of the Law)：「弁護士」
当時，Sergeant of the Lawe というと，法律家のなかでも最高の地位にあ
ったと推測される。抜け目なくしっかり稼いではいるけれど，それをひけら
かさない賢さも持ち合わせている人物である。
He rood but hoomly in a medlee cote.
Girt with a ceint of silk, with barres smale;
Of his array telle I no lenger tale.
（ll. 328 - 330）
巡礼の理由は，残念ながらどこにも出てこない。
Frankeleyn (ModE franklin)：「大地主」
彼は，大地主でありながら，治安判事の会議で議長を務めたり，その州の
議員に何度も選出された人物である。
At sessiouns ther was he lord and sire;
Ful ofte time he was knight of the shire.
（ll. 355 - 356）
さらに，州の長官や会計監査官にもなったことがあるほど立派な地主であ
るとチョーサーは褒めている。
A shirreve hadde he been, and a contour.
Was nowher swich a worthy vavasour.
（ll. 359 - 360）
このような立派な大地主がなぜこの巡礼に参加したのか疑問であるが，彼
が上述の弁護士（Segeant of the Lawe）に同行していることは，弁護士から
巡礼を誘われたのかも知れない。
A Frankeleyn was in his compaignie.
（l. 331）
彼は，ブルターニュに住む人たちが寛大さを競う話をしているが，話の最
後に神への感謝の言葉はなく，聖人を敬うための巡礼でもなさそうである。
Haberdasshere (ModE haberdasher), Carpenter (ModE carpenter), Webbe
(ModE weaver),  Dyere (ModE dyer),  Tapicer (ModE tapestry maker)  ：
「小間物屋」，「大工」，「職り物職人」，「染物屋」，「つづれ織り職人」
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ロンドンの組合に所属する５人の職人たち。巡礼参加の理由には触れられ
ていないが，職業柄おそらく「商売繁盛祈願」が第一の理由であろう。近い
将来，それぞれ，City Council の Aldermen になれるよう祈願に来たとも考
えられる。新調したおそろいの服は，自分たちをその地位にふさわしい人物
に見せるためのものかも知れない。
And they were clothed alle in o lyveree
Of a solempne and a greet fraternitee.
Ful fresh and newe hir geere piked was;
（ll. 363 - 365）
Everich, for the wisdom that he kan,
Was sharply for to been an alderman.
（ll. 371 - 372）
Cook「料理人」をわざわざ随伴していたことも，自分たちを偉く見せる
ための手段であると思われる。
A Cook they hadde with hem for the nones (＝ for the occasions)
（l. 379 )
Cook (ModE cook)：「料理人」
この Cook，料理の腕はなかなか立派であるが，肉汁を抜いたり，古いも
のを温め直して売ったり，巡礼たちにひどいものを売りつけたり，あくどい
商売を旅籠の主人から指摘されている（ll. 4346 - 4352）。
自分を雇った５人の職人たちは，誰も物語をする機会を与えられていない
のに，この料理人は，話をする幸運に恵まれた。しかし，残念なことに未完
のままになっている。
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Shipman (ModE shipman)：「船長」
Shipman としての目的は，航海安全祈願だろうか。それとも，盗みを働
いている後ろめたさから，神に懺悔する気にでもなったのであろうか。
Ful many a draughte of wyn had he ydrawe
Fro Burdeux-ward, whil that the chapman sleep.
（ll. 396 - 397）
ときに，盗みがばれて喧嘩になり，勝つと相手を海に突き落としてしまう
ほどの「ワル」である（ll. 399 - 400.）が，自分の話の最後の祈りはまじめ
に行っている。
Thus endeth now my tale, and God us sende
Taillynge ynough unto oure lyves ende. Amen.
（ll. 433 - 434.)
Doctour of Phisik (ModE physician)：「医者」
医術にかけては，この男の右に出る者はいないほど非常に優秀な医者であ
ることは，チョーサーも認めている。
In al this world ne was ther noon hym lik,
To speke of phisik and of surgerye,
（ll. 412 - 413.)
He was a verray, parfit praktisour;
（l. 422. )
しかし，普段から薬屋と結託してしこたま
・・・・
稼いでいた。
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The cause yknowe, and of his harm the roote,
Anon he yaf the sike man his boote.
Ful redy hadde he his apothecaries
To sende hym drogges and his letuaries,
For ech of hem made oother for to wynne ―
（ll. 423 - 427.) 
それに加えて，悪病の流行でたんまり
・・・・
儲けて，しっかり蓄えていた。
He kepte that he wan in pestilence.
（l. 442. )
この悪病「黒死病（ペスト＝Black Death）」には，当時，特別な治療法は
なく，効く薬もまったくなかった。それでも，診察して，わけのわからない
薬を高価で売りつけて，大儲けしたのであろうと想像できる。とにかく「金
銭欲」にとりつかれた人物である。
Therefore he lovede gold in special.
（l. 444. )
この医者の話の最後は，神への祈りではなく，この巡礼たちの一行への忠
告という形で終わっている。読者には，この医者が偉そうに振るまっている
ような感じを与えている。
Therfore I rede yow this conseil take:
Forsaketh synne, er synne yow forsake.
（ll. 285 - 286.)
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Wif (ModE wife)：「女性」
Bath の付近からはるばるやって来た女性は，ヨーロッパの有名な巡礼地
はすでに訪れていて，イェルサレムは3度も，あとローマもコンポステラも
さらに，ケルンもブローニュ14も訪れたことがあり，巡礼の旅のことなら何
でも精通している女性である。
And thries hadde she been at Jerusalem;
She hadde passed many a straunge strem;
At Rome she hadde been, and at Boloigne,
In Galice at Seint-Jame, and at Coloigne.
She koude muchel of wandrynge by the weye.
（ll. 463 - 467）
この女性に関して，チョーサーはここでは詳しく触れないようにしている。
それはあとで，彼女自身が自分の結婚生活を細かく叙述するからである。５
度結婚式を挙げ，５人目の夫に先立たれ，６人目の夫を神様にお願いしにカ
ンタベリーへ詣でている。
Welcome the sixte, whan that evere he shal.
―“The Prologe of the Wyves Tale of Bathe”, l. 45.
本人は，すでに40歳を超えているにもかかわらず（l. 601），従順で，若く
て，元気のある男性を夫として授かるように神に祈っている。
In parfit joye; and Jhesus Crist us sende
Housbondes meeke, yonge, and fresh abedde,
And grace t’overbyde, hem that we wedde; 
―“The Tale of Wyf of Bathe”, ll. 1258 - 1260.
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彼女はさらに続けて，「（結婚しても）妻の言いなりにならない夫なら早く
往生させてくれるように」とか，「（過去の経験から）年寄りや怒りっぽいけ
ちな男ならひどい目にあわせて欲しい」と願っている。
And eek I praye Jhesu shorte hir lyves
That wol nat be governed by hir wyves;
And olde and angry nygardes of dispence,
God sende hem soone verray pestilence!
（ll. 1261 - 1264）
このように少々大げさで，喋りすぎで，ずうずうしい女性。それでもチョ
ーサーは，信心深く，正直で，愛すべき女性として描いている。
Persoun (ModE parson)：「牧師」
この Persoun に関するチョーサーの描写は，素直にこの人物を褒め称え
ている。教会や修道院が堕落し始めた中で，この牧師だけは，ひたすら神に
仕え，キリストと十二使徒の教えを説いて回った。
Plowman (ModE ploughman / plowman)：「農夫」
その牧師の弟，Plowman も，神を愛し，隣人を愛する善良な労働者だっ
た。兄の巡礼に同行した形になっている。
Millere (ModE miller)：「粉屋」
前述の２人とまったく対照的で，かなりの悪党である。人から依頼された
穀物を平気でくすねたり，手間賃を普通の３倍もふっかけたり，小賢しい商
売をしている。
Wel koude he stelen corn and tollen thries.
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（l. 562）
この貪欲な粉屋は，普段から仲の悪い大工が家に下宿させている「オック
スフォードの学生」に散々な目にあわされる話をして，大工を侮辱し，大い
に怒らせる。しかし，あとで大工が話す「ケンブリッジの学生」に粉屋の家
族が痛目つけられる物語で逆襲されるはめになる。最後は，簡単な祈りの言
葉で終わっている。
This is doon, and God save al the rowte!
（l. 3854.)
Maunciple (ModE manciple15)：「賄い方」
賄い方，すなわち「食料仕入れ係り」に当たる人。チョーサーは，上品な
賄い方（A gentil Maunciple）と言い方で，この男の描写を始めている（l.
567）し，無学ながら人を出し抜く才能や学がある人たちの知恵を上回ると
は，神の思し召しである（ll. 573 - 575）と記述しているが，皮肉にしか聞こ
えない。巡礼の目的を探るヒントは見つからない。
Reve (ModE reeve)：「荘園管理人」
現職は，荘園管理人であるが，若いころは腕の良い職人，すなわち，大工
であった。
In youthe he hadde lerned a good myster;
He was a wel good wrighte, a carpenter.
（ll. 613 - 614）
一般的に当時の荘園管理人は，貴族の農園やその他の財産をすべて総括的
に管理する長である。この Reve は，主人を騙し，自分はしこたま
・・・・
蓄えてい
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るのに，主人はそのことにまったく気が付かず，感謝し贈り物まで与えてい
る始末。チョーサーは，この男を非常にずる賢い人物として描いている。
He koude bettre than his lord purchase.
Ful riche he was astored pryvely:
His lord wel koude he plesen subtilly,
To yeve and lene hym of his owene good,
And have a thank, and yet a cote and hood.
（ll. 608 - 612 )
話が Reve の番になり，この悪徳粉屋が，さんざんな目にあう話をして，
粉屋の「アブソロンとニコラス」の話にしっかりと仕返しをしている。
And God, that sitteth heighe in magestee,
Save al this compaignye, grete and smale!
Thus have I quyt the Millere in my tale.
（ll. 4322 - 4324.)
お互いに悪態の限りを尽くしている。いずれにしろ，Millere も Reve も，
欲深く狡猾な人間であることは確かである。
The Millere is a cherl, ye knowe wel this;
So was the Reve eek and othere mo,
And harlotrie they tolden bothe two.
（ll. 3182 - 3184.)
Somonour (ModE summoner)：「召喚使」
Somonour（裁判所の召喚使）とは，容疑者に裁判所への出頭命令を伝え
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る召喚状を手渡すのが本来の任務であったが，その本務の他に，犯罪の捜査
告発の役目も持っていたので，皆に嫌われていた。犯罪の捜査告発といって
も，簡単に言えば，犯罪者の密告であり，いんちき
・・・・
の召喚状を見せて，お金
を脅し取るような，ゆすり
・・・
やたかり
・・・
を働いて私腹を肥やすものが多かったか
らである。
Pardoner (ModE pardoner)：「免罪符売り」
悪名高き pardon（免罪符）を売るのを職業にしている人のこと。ここに
登場する Pardoner は，pardon だけでなく，relics（遺骨）なども売りさば
き，金が手に入るなら説教もする。この巡礼に参加したのも，巡礼たちにそ
れらを売りつける絶好の機会と考えたに違いない。実際，まず旅籠の主人に
売りつけようとしている。
Com forth, sire Hoost, and offer first anon,
And thou shalt kisse the relikes everychon,
Ye, for a grote! Unbrokele anon thy purs.”
（ll. 943 - 945 )
主人の猛反対に会って売るのを取り止めたが，首尾よくいけば巡礼たち全
員に売りつけるつもりであったと思われる。
「どんな罪を犯しても，お金を寄付すれば（l. 374）すべて解決するし，私
はどんな罪人でも赦免できるのである（l. 940）」と，この Pardoner の思い
上がりには恐れ入る。
Hoost (ModE host)：「旅籠の主人」
この人物はこの論文でもすでに何度も登場しているが，チョーサーたちが
宿泊した“Tabard”という旅籠の主人のことで，名前は，Herry Bailly。自
分も巡礼として一行に加わることになる。旅籠を経営しているので，「商売
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繁盛」はもちろん，「家内安全」など祈願することは多くあるので，この一
行に同行することは，Hoost にとっても好都合であったと思われる。
前述のように，一番面白くためになる話をした人を「自分の旅籠で」もて
なすようにしたが，それも自分のおごりではなく，みんなのおごりでと，ま
ったく抜け目がなく，調子のよい人物である。
Tales of best sentence and moost solaas,
Shal have a soper at oure aller cost
Here in this place, sittynge by this post,
Whan that we come again fro Caunterbury.
（ll. 798 - 801)
Chanoun (ModE canon) と Chanouns Yeman (ModE canon’s yeoman )：
「大聖堂参事会員」と「大聖堂参事会員の助手」
馬を走らせ，途中でこの一行に追いついてきたのが，この二人である。二
人はこの一行に加わり，カンタベリーへ向うつもりであった。
“God save,”quod he,“this joly compaignye!
Faste have I priked,”quod he,“for youre sake,
By cause that I wolde yow atake,
To riden in this myrie compaignye.”
（“The Prologe of the Chanouns Yemannes Tale”ll. 30 - 33.）
そしてこの一行の新たな参加者になるはずだったのだが，助手の方がこと
もあろうに，自分の主人の秘密を暴露し始めたので，主人の方は，無念さと
恥ずかしさでその場を逃げ出してしまった。そのために，その助手だけが一
行に加わり，さっそく話を始める。
この助手も単なる主人のお供であったと思われる。彼の話は，「正直者に
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救いの手を」と神に祈って終っている。
God sende every trewe man boote of his bale.
（l. 1481 )
そして，この『カンタベリー物語』は，24番目の語り手 Persoun の話で
幕が閉じることになる。最後の最後に，再びチョーサーがこの物語の作者と
して登場し，イエス・キリスト，聖母マリア，そしてすべての聖人たちに感
謝して，ペンを置いたのである。
おわりに
このカンタベリーへの巡礼に参加した各々の人物と目的を探ってきた。チ
ョーサーは，最初に書いたように，さまざまな身分や職業の人々を巡礼とし
て登場させ，物語を語らせながら，その人物の人間性を引き出している。
その身分や職業に関係なく，Knight,  Squier,  Yeman,  Prioresse,  Nonne,
Preestes,  Clerk,  Persoun,  Plowman などは，「善良な人間」として描かれて
いる。
それに対して，Monk,  Frere,  Marchant,  Shipman,  Doctour of Phisik,
Millere,  Reve,  Somonour,  Pardoner などは，「典型的な悪人」の見本として
登場している。
そして，上に述べた人間以外に，仕事に熱心に打ち込んでいるが，「善や
悪」で判断できない人物たちも描きだしている。例えば，Haberdasshere,
Carpenter,  Webbe,  Dyere,  Tapicer,  Cook,  Sergeant of the Lawe,
Frankeleyn,  Wyf,  Maunciple などがそれに相当する。
これらの登場人物は，何らかの巡礼の目的（複数の目的）を持っているは
ずなのだが，必ずしもはっきりと示されているわけではない。これまで見て
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きたところから，この巡礼たちの「カンタベリー詣での目的」を整理してみ
ると，つぎのようになると思われる。
１．純粋に神や聖人に感謝するため：
Chaucer,  Clerk,  Persoun,  Plowman
２．新たな願をかけるため：
Wif
３．お礼参りをするため：
Knight
４．聖地への旅を楽しむため：
参加者全員。特に Prioresse
５．主人のお供をするため：
Squier,  Yeman,  Noone,  Preestes,  Chanouns Yeman,  Cook
６．商売繁盛祈願をするため：
Haberdasshere,  Carpenter,  Webbe,  Dyere,  Tapicer,  Marchant,  Hoost
７．道中で一儲けを企むため：
Cook, Pardoner
８．航海の無事を祈るため
Shipman
９．その他
Monk,  Frere,  Doctour of Phisik,  Millere,  Maunciple,  Reve, 
Somonour,  Pardoner
巡礼の目的はそれぞれ違うが，名目上の目的の他に私的な目的があるよう
に思われる。Wif のようにそれをはっきりと表に出している者もいるが，大
半が自分の私的目的は隠したままである。特に，その他の目的の項に並べら
れた面々は，今よりもっと「私腹を肥やす」ことを祈願するために，カンタ
ベリーへ向かっているとしか考えられない。チョーサーの彼らに対する描写
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の辛らつさは，当時の彼らへの痛烈な批判として受け止められるからである。
「さあ，皆さん，このような人々でさえ，カンタベリー詣でに出かけてい
るのですよ。病人はもちろん，善人であれ悪人であれ，高貴なお方も貧しい
人も，老若男女を問わず，巡礼に出かけなさい。目的が何であれ，少しだけ
信心深い顔をして。誰かのお供でも，一人でもかまわない。すぐに道連れが
見つかるはず。巡礼に出かけることで，それぞれ何かを見つけるはず。そこ
に巡礼の意義があるのです。」と，チョーサーは巡礼の楽しさを読者に呼び
かけているように思われる。
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〔注〕
１．チョーサーは，おそらく1380年代後半に，この『カンタベリー物語』に取り
かかったと思われる。その後最後まで，書き続けたかどうかは分からない。
― Cooper, The Canterbury Tales, p.5.
２．この旅籠のTabardという名前は，「陣羽織」という意味で，旅籠や店などはそ
の屋号が表わされているものの絵が描かれてある看板を旅籠の玄関前に掲げて
いた。
３．“General Prologue”の24行目にある「29」人という巡礼の数（Wel nine and
twenty in a compaignie）には，いろいろな解釈がなされている。というのは，
実際の登場人物の数がこの「29」という数字と一致しないためである。この数
字の矛盾に対する明快な解釈は，残念ながら現在でもなされていない。筆者は，
「Chaucerにおける数詞」（『英米評論』第10号）や「Chaucerにおける数詞と強意
副詞」（『英米評論』第11号）で独自の解釈を展開している。
４．この巡礼の一行には，いろいろな身分や職業の人々が参加していた。後で分
かることだが，すべての人がまったくの初対面というわけでもない。
例えば，「騎士」は二人のお供（「騎士見習い」と「従士」）を連れていたし，
「女子修道院層」も「尼僧」と「修道僧」を引き連れての巡礼である。さらに，
ロンドンの組合からは，５人の顔なじみの「職人」が，「料理人」まで従えてい
たし，「粉屋」と「荘園管理人」は仲の悪い知り合いである。「召喚使」と「免
罪符売り」は仲間だったし，「牧師」と「農夫」は仲の良い兄弟であるといった
状況が物語を読んでいくうちに分かってくる。
さらに，この一行の進行役になった旅籠の主人も，料理人や粉屋とは知り合
いであること，しかも仲の良くない知り合いであることが，次第に明らかにさ
れていく。
５．ここで述べたように，当時の巡礼の道中には，巡礼たちをねらって盗賊たち
が待ち構えていたので，一人で巡礼に出かけるのは非常に危険であった。しか
し，Spearing (pp. 94 - 95) は，当時，グリニッジは「危険な場所」という評判は
たっていなかったので，ここはチョーサーの冗談だろうと主張している。
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とはいっても，Davies (p. 33) によれば，チョーサーは，1390年に王様から預
かった20ポンドのお金を運ぶ途中，盗賊に襲われて奪われた経験があることか
ら，まんざら冗談とも言えない。
６．第１回十字軍が建設したイェルサレム王国は，1187年には，エジプト王サラ
ディンに滅ぼされた。第３回十字軍は失敗に終わったが，イングランド王リチ
ャード１世の努力で，イェルサレムへの聖地巡礼だけは許されたので，多くの
キリスト教徒がお参りしていた。
７．現在では，「バチカン市国」の中にあり，キリスト教世界最大の聖堂であるサ
ン・ピエトロ大聖堂は，使徒ペテロの墓の上に建てられている。
８．『キリスト教図像辞典』（p.157）によると，聖ヤコブはスペインにキリスト教
を確立した最初の人で，コンポステラに到着した有名な巡礼の一人であるとい
われる。彼が首斬られたのは，同地からユダヤへの帰途であった。屍はその後
スペインへ引き戻され，同地方におけるサラセンの侵入の間，失われていた。
800年ごろに再び探し出されて，コンポステラに移された。その聖廟では非常に
多くの奇蹟が起こったので，聖ヤコブはスペインの守護神になった。
９．スペインから来た Catherine of Aragon（1485 - 1536）は，もともとはヘンリ
ーの兄，Arthur（Prince of Wales）に嫁いできた。しかし，このアーサーの突
然の死により，キャサリンは，アーサーの弟ヘンリーと結婚することになった。
結婚後，王女 Mary（後のメアリー１世）は誕生したが，王子が生まれないこと
に不満を持つヘンリー８世は，ローマ教皇と対立してまでキャサリンとの離婚
を決意し，男児を出産できる可能性のある若い Anne Boleyn（実際，アン=ブリ
ンはキャサリンよりも27歳も若かった）を妃として迎えた。しかし，アン＝ブ
リンにも女児（後のエリザベス１世）しか授からなかった。キャサリンとの一
方的な離婚は，ローマ教会からの離脱（ローマ教皇からの破門）を意味し，ヘ
ンリー８世は，「イギリス国教会」を設立することになり，多くの修道院を解散
させ，ベケット崇拝も禁止されてしまった。
10．ModEとは，Modern English の省略で，この論文ではこれ以降もこの省略形
を使用する。
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11．この文の主語である‘he’は，Knight で，家来としては，Yeman 以外は誰も
連れていなかったことをはっきり述べている。
12．聖クリストファーは，「森の聖人」であると同時に，「旅行の守り神（a patron
saint of wayfarers）」でもあったので，この Yeman が，この像を胸に付けて主
人（騎士）のお供を常にしていることが伺える。（The Prologue to the Canterbury
Tales, l. 55）
13．「僧が三人」（That was hir chapeleyne, and preestes thre. --- l. 164）という行の
preestes thre という箇所を「３人の僧たち」と解釈すると，一行の総数の「29」
と合わなくなってしまう。しかし，この部分を「一人の僧」と解釈しても（実
際にそのように解釈している学者もいるが），それでも数は合わないのである。
14．フランス北部のイギリス海峡に臨む港町で，ノートルダム大聖堂がある。そ
こに安置されている木製の聖母マリア像は奇跡的に到来したと伝えられ，その
像を拝むために多くの巡礼たちが，このブローニュを訪れている。
15．オックスフォード大学の All Souls College には，‘Manciple’と呼ばれる
official が実際に存在する（Grose, p. 26）。
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The Meaning of the Pilgrims in The Canterbury Tales
Yasuhiro NOHARA
In 14th Century, when Geoffrey Chaucer lived, there were some big salient
events of history: Hundred Years’War broke out between England and
France in 1337, and the Peasants’Revolt (the peasants all over the country
rose spontaneously, demanding repeal of the tax and abolition of villeinage)
were sparked off in 1381. Between these historical events, what is worse,
England suffered the fearful catastrophe of the Black Death, the plague that
swept over Europe from the east. These events made people at that time
being uneasy and carried the society to be utterly confused.
The only way to feel at ease was to pray to God for mercy. Therefore,
many people in England went to Canterbury Cathedral, which had a
decorated Shrine for Archbishop Thomas a Becket, assassinated in 1170 by
four knights who thought they carrying out the king’s wishes. And this
Shrine became famous in England and in Europe as a place for intercession
with God, especially for the sick. The road to Canterbury was crowded with
so many pilgrims just as stars in the Milky Way.
Chaucer thought of an idea of writing a story collection of these medieval
pilgrims for Canterbury, which bore fruit as The Canterbury Tales.
That is why Diana Webb (Pilgrimage in Medieval England) says,“The
dominant image of medieval pilgrimage entertained by many English readers
is derived from Chaucer’s Canterbury Tales.”
The object of this thesis is to make each purpose of the pilgrims in The
Canterbury Tales much clearer and is to think over the meaning of the
medieval pilgrimage.
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